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　今年の夏季セミナーは，昨年までの安曇野から
開催場所が少し北上し，福島県郡山市にほど近
い，磐梯熱海温泉で開催されました．福島県にあ
りながら，なぜ“熱海”なのかという疑問をなん
とか解明しよう…実は，いまだに解明できていま
せん…，と思いつつ，途中の景色を堪能している
間に清稜山倶楽部に到着しました．会場は，快適
な環境のなかに設置されていました．
　昨年度から始まった，異なった施設に所属し卒
後年数も違う若手小児科医が，テーマを決めて
small groupに分かれて，事前にデータ収集や検
討を行い，1泊 2日の間に討論を重ね，2日目には
参加者全員の前でプレゼンテーションを行い質疑
応答を経て，参加者一同，そのテーマについて理
解を深めよう，交流の輪を広げよう，さらには論
文化して学会学術誌である小児感染免疫に投稿し
ようという，本セミナーの本来の目的行事のため
には最高の舞台設定と感じ入りました．例年のよ
うに，田中，笠井両先生による絶妙なコンビの司
会進行により，和やかな雰囲気，かつ eager to 
study，hungry to get new & important informa-
tionという気持ちがひしひしと伝わってくるなか
でセミナーは進行していきました．
　やはり“よく学び，よく遊ぶ”ということは，
大切なことです．日が暮れるとともに，お腹もす
いてきました．夕食は清稜山倶楽部のレストラン
で，ビュッフェスタイルで，おいしい料理をいた
だき，ビールで杯を重ねながら，和気あいあいと
進んでいきました．ただ，まだ多くのグループで
は，翌日のプレゼンテーションに備え，スライド

作製作業が残っています．食事は早々に切り上
げ，それぞれのグループワークに入りました．
　グループワークも一段落したところで，お待ち
かねの懇親会が始まりました．畳敷きの一室に皆
集まり，もち寄ったお酒，郷土のお土産品をず
らっと並べ，絶妙コンビの司会の下，宴会が始ま
りました．もう，お決まり行事になった自己紹介
と“好きな抗生物質”紹介挨拶が続き，笑いのな
かで，交流の輪が広がっていきました．気持ちの
いい温泉につかり，ワイワイやりたい人は夜半ま
でワイワイと楽しい時間を過ごし，翌朝のプレゼ
ンテーションが心配なグループは discussionに戻
り，と夜は更けていきました．
　さて，2日目朝，全員遅刻することなく，会場
に集まりました．A～Fまでの 6つのグループが
それぞれのテーマについて趣向を凝らした発表を
行いました．森内委員長，堤理事長，そして私の
over 50’sの3名は審査員の役割を仰せつかりまし
た．発表内容の詳細は別稿に譲りますが，Hib，
PCV7ワクチンの大切さや問題点，他診療科との
協働・意思疎通が要求される小児の中耳炎，おた
ふくかぜワクチンの大切さと公費負担の問題，水
痘ワクチンと免疫不全状態における水痘の恐ろし
さ，海外渡航と予防接種，抗生物質の適正使用と
いう，昨今の臨床現場で，極めて重要なテーマが
とりあげられ，活発な質疑応答が繰り広げられま
した．とにかく，今回のセミナーの key wordは
“over 50’s”で，over 60’sも含めて，熱い情報交
換が行われました．化膿性髄膜炎が疑われた際の
腰椎穿刺の注意点，抗生物質の適正使用，水痘の
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自然経過など，新しい知識といわゆる温故知新の
重要性に，老いも若きも気づかされたセミナーと
なりました．
　穏やかな朝焼けのなかでの，くつろいだ雰囲気
での早朝散歩などなど，本当に参加者一同，お互
いの距離が一気に近づいた，意義ある 2日間とな
りました．
　教育研究委員会が森内委員長の下に設立された
際は，当時の学会評議員のなかから若手のメン
バーが選任され，委員会活動を開始しました．学
術集会の際の教育セミナーとならび，この夏季セ
ミナーは 2大イベントといっていいと思われま
す．でも，ふと気がつくと，かなりのメンバーが
over 50そして，なかには over 60，そして定年を
そろそろ迎えようというメンバーもでてきました． 
若手の参加者の熱気に押され，徹夜もいとわない

と思って discussionに参加していても，いつの間
にか睡魔に負けている自分に気がつかされます．
このセミナーはずっと続けていきたい，いかさな
ければならない，それだけ意義のあるものだと思
います．どうか，学会の中堅会員の皆さん，夏季
セミナーの講師，あるいはスタッフとして名乗り
をあげていただき，これから小児感染症の専門家
を目指そうという若手の先生方と，この夏季セミ
ナーを今後，さらに盛りあげていっていただけた
らと思います．
　第 6回の夏季セミナーは，場所をはるか西の瀬
戸内海国立公園に面する岡山の鷲羽山に立地する
瀬戸内児島ホテルで，2015年 9月 12～13日に開
催される予定です．皆様のご参加をお待ちしてい
ます．
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